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	主題名
	おせわに　なって　いる　人
	内容項目
	B 感謝

	教材名
	はたけの　先生
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	先人の知恵や技術は生活に根ざした経験によって培われ，実際の生活の中で生かされてきたすばらしいものであることに気づかせ，感謝の心をもって接する態度を養うため。

	ねらい
	日ごろからお世話になっている人々の知恵や技術のすばらしさを知り，日ごろのお世話に感謝する。
【理解，判断力】自分たちのお世話をしてくれる人は，すばらしい知恵や技術をもっていることを知る。
【心情】年上の人の知恵や技術に触れ，尊敬する気持ちをもち，お世話になっていることをありがたいと感じる。
【実践意欲と態度】自分たちがお世話になっている人々に，尊敬や感謝の心をもって接しようとする。

	学習指導過程
	・日ごろお世話になっている人について思い起こす。
・「はたけの　先生」を読み，感謝する心について話し合う。
　★ありがたいという感謝の心を感じたか。
・自分がお世話になっている人についてまとめる。
　★感謝の心をもって相手に接しようとする気持ちが高まったか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●日常生活
・日ごろお世話になっている人に意識や関心を向けられるように，さまざまな場面で年上の人々との縦の関係について取り上げ，意識させる。
●道徳の授業
・「はたけの　先生」を読み，感謝する心について考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●学級活動
・お世話になっている人に向け「ありがとうカード」を作成させ，感謝の気持ちを伝える。
・感謝の集いなどを計画し，実行する。
●生活科
・ 生活科での昔遊びの学習で，地域のお年寄りや自分の祖父母などに教えてもらう計画を立て，ふれあいを通して尊敬や感謝する心をもてるようにする。
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